
ノ

１ G e V リ ニ アック検討資料

題目(TITLE) PANDIRAによるＤ五L用Q-Magnetの磁場分布計算(3)解 （磁場強度、方向と磁場中心の関係）

著者(AUTHOR)内藤富士雄、吉野一男

●も
ｅ Ｐ

概要(ABSTRACT)

磁場計算用のプログラムPANDIRAを使用してDⅡ用Q-Magnet
を構成する'6個の永久磁石片中でビーム軸に対して対称位置にある,対
磁石片の磁場強度又は磁化方向が基準からずれた場合に、４重極磁場の
中心が元の位置からどれ位移動するか調べた。結果は
1)半径方向に平行な磁化軸を持つ磁石片対の場合、
磁化方向の1度のずれに対して磁場中心は17Lim ,1%の強度変化に対し
ては磁場中心は5牌、移動する、
2)半径方向に垂直な磁化軸を持つ磁石片対の場合、
磁化方向の１度のずれに対して磁場中心はlOum ,1%の強度変化に対し
ては磁場中心は3ｕｍ移動することが分かった。
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